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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  近の業績動向を踏まえ、平成 24 年 2 月 3 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたします

ので、お知らせいたします。 

１．業績予想数値の修正 

（１）平成 24 年 3 月期 通期 連結業績予想数値の修正 

（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ３７，７００ １，１８０ １，２４０ ５７０ ４７．２３

今回発表予想（Ｂ） ３８，２００ １，２８０ １，４００ ７００ ５８．００

増減額（Ｂ－Ａ） ５００ １００ １６０ １３０ －

増減率（％） １．３ ８．５ １２．９ ２２．８ －

（ご参考） 
前期実績（平成23年3月期）

３５，３９８ ９８０ １，１０４ ６０９ ５０．４７

 

（２）平成 24 年 3 月期 通期 個別業績予想数値の修正 

（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） ３４，２１０ ７４０ ８３０ ２８０ ２３．２０

今回発表予想（Ｂ） ３４，６３５ ８７５ １，０３０ ３８０ ３１．４９

増減額（Ｂ－Ａ） ４２５ １３５ ２００ １００ －

増減率（％） １．２ １８．２ ２４．１ ３５．７ －

（ご参考） 
前期実績（平成23年3月期）

３３，０４４ ７８４ ８９６ ２９５ ２４．４４

 

（３）業績予想修正の理由 

わが国の経済は、依然として先行き不透明で厳しい状況が続いております。当社グループと関係の深い

自動車業界でも、生産、販売の回復がみられるものの、依然として本格的な回復には至らず推移しました。 
このような環境の中で当社グループの業績につきましては、売上高は依然事業別にまだら模様ですが、

平成 24 年 2 月 3日に公表した業績予想と比較して上振れして推移しました。一方利益面においても、売上

高の増収に加え、グループ全社を挙げて収益改善活動を強力に推進したことや為替が見込みより円安に推

移したことから、平成 24 年 2 月 3日に公表した業績数値を上方修正するものであります。 
 

（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、実際の業績等は今後様々な要因により異なる可能性があります。 

以 上 


